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1． 担当教員の専門分野(研究領域)・現在の研究テーマ 

本ゼミは、さまざまな種類のデータを使用した政策評価の実証研究に焦点を当てています。 

 

2． 指導方針 

一年次では、研究テーマの選定とそのために必要な応用ミクロ計量経済学の方法を深く理解することに重点を置

いています。二年次では、学位論文の執筆指導を行います。 

 

3． 学生に対する要望・その他 

学部レベルの応用ミクロ計量経済学、ミクロ経済学、微積分、および線形代数に関する知識が必要です。また、

Stata等の統計ソフトの使い方を予め理解していることも必要です。 

高い英語力（英語での文献を読むこと、英語で学位論文を執筆できること、英語で研究結果を発表できること）を

持つことが望ましいです。 


